
 

 

 

 

 

 

 

 

これっていじめ？ そんなつもりはないのに 

 さっそくですが問題です。次の事例はいじめと言えるでしょうか。考えてみましょう。 

  ある授業中の出来事です。先生が「グループで話し合い、意見をまとめましょう。」と言 

いました。そこでグループをつくり、順番に自分の考えを発表し始めました。残るは A さん 

あと１人です。でもその A さんは中々自分の考えを言えずにいます。しばらく待っていたグ 

ループのメンバーが、A さんが自分の考えを言わないのでしびれを切らし、「A さんもグル 

ープの一員として何かいいなよ。」と A さんに声をかけました。でも A さんは何も言いませ 

んでした。 

 一昔前の学校現場だったら、A さん 

は「わがままな子」「先生の言ったこと 

に従わない子」と見られていたのです 

が、今は違います。右のカットにあるよ 

うに、A さんは困っているのです。答 

えたくないのでも、ずるいのでも、怠け 

ているのでもなく、本当に困っているの 

です。その A さんの気持ちがわからず 

に「何か言いなよ。」と声をかけた生徒 

に悪気はないと思います。しかし、A 

さんの気持ちに寄り添えてはいません。 

A さんがこの言葉に苦痛に感じたら、その段階で、これは「いじめ」と見なされます。 

この事例は、東京都教育委員会が出している「いじめ防止啓発資料」の一部です。他の事例 

として「あだ名で呼ばれた」「SNSのグループに自分だけ写っていない写真を公開された」な

どが挙がっています。 

「いじめ」は、他人から身体や心に苦痛を与えられた段階で、発生したと見なされます。相 

手にそんなつもりはなくても、「いじめ」と見なされます。「いじめ」は行った側の立場では

なく、受けた側の立場から認定されるのです。みなさんは、そのことを理解してください。 

 では、「いじめ」をなくすにはどうすればいいのでしょうか。その答えは、各クラスがつく 

った「いじめ撲滅宣言」にすでに出ていると思います。誰もが嫌な思いを抱えずにすむ加賀中 

をつくり出すのはみなさんです。互いの思いに寄り添い続けることから始めてみましょう。 

＜校訓＞  白梅の においゆたかに 明るく強く 毎日必ず 一歩前進 
板橋区立加賀中学校  

学校だより 

令和７年度  第２号  

令和７年５月２３日   

校  長   松本 彰弘  
教育目標  「自ら学び 創造する生徒」  「豊かな心で 思いやりのある生徒」  「ねばり強く 健康な生徒」 

『白梅学びのエリア』  金沢小＆加賀小＆加賀中  夢のタスキを９年間つなぎます！ 



第１回ＣＳ委員会報告     

5 月 8 日（木）に第 1 回コミュニ

ティ・スクール委員会（ＣＳ委員会）

を行いました。今回は、委員の方々と

教員を 3つのグループに分け、「郷土

愛を育てる」をテーマに熟議を行いま

した。3つの分科会と全体会でどのよ

うな協議がされたのかを報告します。 

【Ａグループ】 

＊郷土愛というものは人の成長過程  

によって変わっていくものだ。 

＊子どもの頃に記憶に残るよい思い 

出をもたせることが大切だと思う。 

＊小中連携で郷土愛を学ぶことはよ 

い取組だと思う。 

【Ｂグループ】 

＊地域に学ぶ学習においては、地域へ 

の発信と地域からの受け止め、この双方向が大切だと思う。 

＊子供会や地域の行事に参加することで、幅広い年齢の人と関われる。 

＊学校を軸につながれる。学校が好き、学校時代の友人との繋がり（将来にわたって）そこから

郷土愛を育てられるのではないか。 

【Ｃグループ】 

＊郷土愛を育てるために、地域のことを調べるだけでなく、地元の方の声を聞くことも大切だ。 

＊地域の防災訓練の活用を検討したい。防災訓練を通して自治会の方々とも顔なじみになれる。

学校を会場に、自治会と一緒に避難訓練をするのはどうか。 

【全体会】 

＊一人一人のよい思い出の中から郷土愛が生まれてくる。学校が軸になる。学校が好きになるこ 

とで、親同士を始め地域の人とのつながりが増えていく。 

＊地域に頼りにされる中学生を育てるには、生徒の自己有用感を高める学習が必要。 

＊生徒と地域が一緒になった防災訓練を実施したい。 

⇒今年度中に実施することを、町会・自治会の方々と継続協議します。 

不審者対応避難訓練 

 5月 9日（金）に板橋警察署のご指導の下、学校に不審者が侵入したことを想定した訓練を

行いました。不審者侵入を知らせる暗号放送が流れた際に、教室にカギをかけ、机でバリケー

ドを築き、電気を消して、気配を消すといった一連の避難行動を覚えることができました。そ

の後、体育館に移動して、教職員が刺叉を使って不審者を取り押さえる実演訓練を行いまし

た。最後に、警察の方から、いざというときに身を守る行動をとることを教わりました。 

学校は外部の方を完全にシャットアウトできない性質があります。十分注意いたしますが、

万一のことが起きたときには、今回の訓練を生かして、生徒の安全を守る対応をいたします。 

令和７年度コミュニティ・スクール委員             

委 員 長 平澤 信彦 様  

（学校支援地域本部コーディネーター・同窓会長） 

副委員長 浅利 昌利子 様 

（学校支援地域本部コーディネーター） 

地域委員 髙田 雄彬 様（稲荷台自治会長、元同窓会長）   

斎藤 勝吉 様（仲宿睦町会副会長） 

     樋口 雅人 様（加賀五四自治会副会長） 

     釜道 紀浩  様（金沢小学校 PTA 会長）  

     池辺 さと 様（加賀小学校 PTA 副会長）                     

山本 秀樹  様（帝京大学薬学部教授                

坂田  覚 様（板橋地区主任児童委員）  

宮澤 亮義 様（本校 PTA 会長）              

行政委員 神保 幸次郎 様（金沢小学校校長）                           

本間 篤子 様（加賀小学校校長） 

本校より、校長、副校長、事務職員 

 



土曜授業公開、保護者アンケートより 

 ４月 19日（土）に行った公開授業には、のべ人数で 354名の保護者様にご参観いただきま

した。ありがとうございました。アンケートに寄せられた、ご意見・ご感想を紹介します。 

（今回は、９件のご回答をいただきました。ありがとうございました。） 

 

授業に関してのご感想 

◇黙々と先生の話だけ聞くのではなく、グループになって取り組ませるのは、子どもの集中を 

 途切れさせないためにもよいと思いました。 

◇理科の授業がとても見ていて楽しかったです。小学校で学んだことを確認しながら、中学生へ 

 レベルアップさせており、小学校から中学校への学びの繋がりを感じられました。子どもたち

と一緒にタンポポの花びらの数を確認したくなりました。 

◆率直に申し上げて、先生のお話を静かに聞けない生徒が複数人いることに驚きました。 

 （校長より 授業中に生徒の私語があるということは、授業に難があるということです。生徒    

が集中して受ける授業をするように、授業の工夫を行います。） 

◆今日やりたい授業の内容は理解できましたが、生徒へのリアクションに偏りが見られます。座

席前列の男子 3 人と先生との３対１の対話が散見され、他の生徒が置いてきぼりな状況に見

えました。いちいち生徒に反応して世間話をするような関係性ではなく、３２対１の授業を望

みます。  

 （校長より ご指摘ありがとうございます。常にクラス全員に目を配り、授業を進めることが

できるよう、研修に努めます。）  

自由ご意見 

◇IT をいろいろな場面で取り入れていて改革されていて良いと思います。部活動保護者会の出 

欠アンケートは、生徒の名前が選択式で入力しやすくなっていました。ただ、年度毎に体制も

変わると思うので、その form の管理にはどうか気をつけていただければありがたいです。よ

ろしくお願いします。 

 （校長より 個人情報の管理には、引き続き留意して参ります。）   

◆既に取り組まれていることと思いますが、授業中は挙手して発言するように指導すべきかと

思います。その上で自由で有意義な議論が成り立つものと思います。 

 （校長より ご指摘ありがとうございます。先日の朝礼では、挙手して指名されたら「はい」  

      と返事してから答えることを呼びかけました。） 

◆７年生にも早速生徒だけのクラスグループ LINE が出来ています。今一度学校からスマホの使

用について指導徹底をお願いします。 

 （校長より 学校では具体的な事例を挙げながら指導をいたします。ご家庭でもご指導いただ

きますようお願いいたします。ご家庭と学校の双方で LINE や SNS のトラブル防

止を伝えていきましょう。） 

◆入口に置きっぱなしの名簿に違和感をもちました。名前も個人情報と言われる時代なので、誰

もいないのに、名簿だけあることが何となく気になりました。 

 （校長より 土曜日は事務職員や再任用教員等、勤務を命じられない職員が多く、手薄な状況

となり、ご不安を与えたことをお詫び申し上げます。次回からは教職員をつけるよ

う努力いたしますが、PTA が募集する受付ボランティアにご協力いただける保護

者様が増えると、とても助かります。ぜひご検討ください。） 



今後の予定      

5月 24日（土）加賀小運動会 

（ボランティア生徒１１名参加） 

5月 25日（日）仲宿地区まつり 

（板橋一小にて、ボランティア生徒１３名参加） 

5月 28日（水）運動会予行練習 

5月 30日（金）運動会前日準備 

        部活動停止 

5月 31日（土）運動会 

（雨天時 6月 3日（火）に延期） 

6月 2日（月）振替休業日 

6月 6日（金）生徒総会 教育実習終 

6月 9日（月）避難訓練 

6月 10日（火）9年茶道体験教室 

6月 13日（金）平日授業公開日 

        第 1回進路説明会 

        学級懇談会 

6月 16日（月）生徒朝礼 

6月 18日（水）～20日（金）期末考査 

 

 

 

部活動入部状況 

 今年度の部活動入部状

況は右表のとおりです。 

今年度より野球部は、部

活動地域移行の一環とし

て、教育委員会所管の「い

たばし地域クラブ」とし

て活動しています。 

 熱心に活動し、技能や 

友情を高め、学校生活に 

彩りを添えてください。 

 

かわいいヒナが産まれました 

 今年も加賀中の池でカモのヒナが産まれました。

右の写真は、池のほとりで、親子でエサをついばん

でいる様子です。加賀中生と同じように健やかに育

ち、大きく成長することを願っています。 

      生徒の活躍 

○卓球部 春季研修大会 

 男子シングルス（２位トーナメント） 

 第２位       さん 

女子シングルス 第３位       さん 

         第５位       さん 

○バレーボール部 春季練習大会 第３位 

  日大豊山女子中、赤塚三中に勝利 

  志村四中に惜敗、志村一中と引き分け 

○サッカー部 板橋区選手権大会 

  予選リーグ 桜川中に勝利（大会継続中） 

○ソフトテニス部 第 4ブロック研修会 

  男子団体戦 赤羽岩淵中・志村四中に惜敗 

  女子団体戦 赤羽岩淵中・日大豊山女子中に勝利 

        上板橋二中に惜敗 

○加賀野球クラブ 

 軟式野球連盟大会 板橋中央クラブに惜敗 

○ 東京都空手道選手権大会 

女子形の部 優勝・組手の部 第 3位  

            さん 

 

来週末は運動会です。「疾風努闘」のスローガンの下、全力を出して頑張りましょう！！ 

部活動名 ７年男子 ７年女子 ８年男子 ８年女子 ９年男子 ９年女子 合計 

サッカー部  ９  ０  ７  ０     ７  ０ ２３ 

ソフトテニス部  ７  ５  １  ７ １３   ８ ４１ 

バスケットボール部 １１ １４  ９  ５  ６  ９ ５４ 

バレーボール部  １０   ５   ９ ２４ 

卓球部 １０  ３ １２  ３  １  ３ ３１ 

吹奏楽部  ５ １１  ６ １０  ２  ９ ４３ 

美術部  ６  ８  １  ７  ４ １３ ３９ 

英語部  ９  ３  ４  ２  ７  ４ ２９ 

茶道部  ４  ０  １ １０  ２  ６ ２３ 

加賀野球クラブ  ４  ０ １１  ０  ８  ０ ２３ 

部活動加入率 ９０．６％ ８４．９％ ８０．４％ 85.5 


